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資料３ 

 

令和２年３月２５日 総合教育会議 

 

前回の総合教育会議（9月 24日）での課題事項一覧 

 

総合教育会議意見 対応 

計画案 P.2 「１ 計画策定の目的」 

・表題を「計画策定の趣旨」から「計画策定の目的」に修正すべき。 

・稲城市のこれまでの歴史や状況などを記載すべき。 

・SDGsの観点を記載すべき。 

記載及び修正済み 

計画案 P.3 「２ 計画の位置づけ」 

・教育大綱は、教育目標の最上位であることから、一番上に記載すること。 

・計画期間を記載すべき。 

計画の根拠法である教育基本法を一番上に記載した上で、その次に教育大綱

を記載 

計画案 P.18 「アンケート調査結果」 

・アンケート調査結果の内容に家庭教育に関する部分が触れられていない

ので記載すべき。 

子ども・子育て支援事業計画策定時のアンケートの調査結果を記載 

計画案 P.25 「(8)教員の状況について」 

・教員のワークライフバランスの観点で、負担軽減を行うことにより、ライ

フの観点を記載すべき。 

記載済み 

計画案 P.33・34 「(1)家庭教育への支援」 

「早寝、早起き、朝ごはん」に関する取組を整理すべき。 

新たに「健康・安全指導の充実（指導課）」及び「第三次食育推進計画の推進

（健康課）」を追加 

計画案 P.33 計画の目標について 

・単に何回できたか等の回数を目標とするのではなく、数値目標を立てて、

成果結果を公表する、説明していくことが求められる。 

 

 

①各取組の進行管理（会議を何回開催したか、イベントに何人参加したか）

については、毎年度庁内関係課に照会を行い、管理をしていく。 

②本計画では国の計画を参考に、計画策定時に取ったアンケート結果によ

り、測定指標を設定する。 

測定指標については、次期計画策定時にアンケート調査を行った際に、数値

の動向を確認する。 

 

 


